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国
の
構
造
改
革
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
な
ど
の
削
減
が
行
わ

れ
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
市
町
村
の
財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
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重
点
期
間
と
定
め
て
歳
入
歳
出
全
般
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
平
成　

年
度
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

17

平　成　１７　年　度平成１６年度

効　果　額
区 分

主　な　内　容効　果　額

1,３８４万8千円1,269万2千円
１．施設使用料など
の見直し歳　

　
　
　
　

入

1,269万2千円
公共施設使用料
など

�使用料の見直し1,276万0千円水道料金

�職員住宅料、教員住宅料の見直し108万8千円公宅料金

△ 4,565万1千円△ 1億2,013万5千円２．人件費の見直し

歳　
　
　
　
　
　
　

出

�職員の不補充
�早期勧奨退職
�管理職手当、特殊勤務手当の見直し
�時間外手当の抑制

△ 4,374万1千円△ 1億　　88万8千円職　　員

△ 1,512万1千円
特別職および議
会議員など

�農業委員会委員などの定員見直し△ 191万0千円△ 412万6千円各種委員

△7,979万3千円△ 8,821万6千円３．事務事業の見直し

�氷点下まつりの廃止
�かなやま湖湖水まつり開催補助金
の削減

△ 2,870万7千円△ 1,674万7千円報償費、補助金

�事務機器経費などの削減
�ごみ処理業務委託料の削減
�分遣所の直営化

△ 3,137万3千円△ 3,222万3千円委託料、使用料

�特別職と一般職の同額化△75万8千円△ 1,481万7千円旅　　費

�施設などの維持補修費の削減△ 1,378万6千円維持補修費

�事務用品経費などの削減
�庁用自動車の減車
�臨時職員の削減

△516万9千円△ 2,442万9千円そ の 他

２年間の合計 
△ 3億6,033万5千円△ 1億3,929万2千円△ 2億2,104万3千円合 計

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
〈
歳
入
歳
出
の
見
直
し
〉

行
財
政
改
革
を
断
行

平成１７年度の効果額は1億3,929万2千円


